
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第6 県債及び一時借入金の状況 
 

 

 

 

 

県が行う道路や河川、砂防等の農林・土木施設や学校等の大規模な公共的

施設の建設、あるいは災害復旧事業などについては、事業を実施する年度に

多額の資金が必要になること、また、将来にわたり県民が利用することから、

将来の世代にも等しく負担していただくために、県債を発行してこれらの事

業の財源に充てています。 

また、県債のように後年にわたり償還していくのではなく、必ずその年度

の歳入をもって、その年度の出納閉鎖期日（5月 31日）までに返済しなけ

ればならない債務が一時借入金です。一時借入金の最高額は、その年度の予

算で定めることとされています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第6 県債及び一時借入金の状況                

１ 県債の状況 

 

 

 

 

(1) 平成27年度の決算 

一般会計及び特別会計の平成27年度決算における県債借入現在高は、1兆5,861億円で前

年度末（1兆5,777億円）に比べ84億円、0.5％増加しています。 

ただ、通常県債（※）現在高は、財政健全化の取組みなどにより、前年度末（9,348億円）

から193億円、2.1％減少した9,155億円となり、昨年度に引き続き、1兆円を下回る水準で推

移しました（図1、43ページ）。 

目的別県債現在高（表1、42ページ）は、土木債が29.9％と最も大きな割合を占め、臨時

財政対策債28.4％、農林水産債7.4％となっており、また、資金の借入先別現在高（表2、

43ページ）では、銀行等引受資金が34.4％と最も大きな割合を占め、市場公募債からの借

入が30.3％と2番目に大きな割合になっています。 

なお、平成27年度は全国型市場公募地方債を500億円発行しました。 

県債現在高の推移は、図1（43ページ）のとおりです。 

 

※通常県債・・・地方交付税等と同じ一般財源である臨時財政対策債、減税補てん債及び減収補てん債（交 

付税措置のある75％分に限る）や、熊本地震からの復旧・復興事業に係る県債を除く通常 

の事業のために発行する県債です（一般会計及び公債管理特別会計ベース）。 

 

(2) 平成28年度上半期の状況 

  平成28年度上半期の県債の状況は、借入額524億円で償還元金660億円、平成28年9月30

日現在高は、1兆5,726億円で前年同期（1兆5,504億円）に比べ、222億円、1.4％増加して

います。 

  なお、借入先別県債現在高については、付表16（88ページ）を参照してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

県債とは、長期的な計画に基づいて実施する多額の経費を必要とする大規模な建設

事業や臨時的な災害復旧費などの資金調達のために負担する債務で、その返済が一会

計年度を超えて行われる長期の借入金です。 
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図１ 県債現在高の推移（決算） 
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2 一時借入金の状況 
 
資金不足を生じた場合、一時借入により資金の調達を行います。この一時借入金につい

ては、借入の最高額がその年度の予算によって定められますが、平成28年度は、800億円

となっています。 

なお、この借入の最高額は、一会計年度内の一時点における借入現在高が最高となると

きの金額となりますが、平成28年度上半期の一時借入金は、次のとおりです。 

 

 

（単位：千円） 

区  分 平成28年度 参考 平成27年度 

上半期借入最高額 
（借入日） 

 23,723,381 
(4月19日) 

44,349,292 
(5月22日） 
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